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　現在日本に住む外国人は 203 万人を超え、医療機関を受診する外国人の数も増え
ています。最近では、外国人の医療機関受診時におけるサポートの必要性や重要性が
理解され、日本語でのコミュニケーションが困難な外国人が日本の医療制度を理解
し、医療機関で安心して受診できるよう全国各地で「ことばのサポート」の動きが活
発になっています。
　自治体や NPO では通訳者を育成し派遣する医療通訳派遣のシステムを構築したり、
医療機関が独自に医療通訳者を雇用するなど、医療通訳に関する取り組みも次々と行
われるようになってきました。しかし、医療通訳者として活動するための統一された
資格や基準、養成カリキュラムなどはなく、医療通訳者の育成は取り組む地域や団体
によってさまざまであるのが実状です。そうした中、2010 年 8 月に開かれた医療通
訳を考える全国会議 i では各地で医療通訳者を養成、派遣する団体が集まり、実践者
の立場から「医療通訳とは何か ?」という「医療通訳共通基準」について議論しました。
　本テキストは、2010 年 10 月に完成した、この「基準」に従って、当センターの
10 年に渡る医療通訳者の養成と派遣を通じて培ってきたノウハウを再整理し、まと
めたものです。医療分野で外国人の支援を行っている通訳者やこれから医療通訳者を
志す方々を対象に、医療通訳者として必要な知識や技術、倫理について、基本的な内
容の提案を行っています。
　2010年 12月に発行した本テキストですが、私たちが想像した以上に活用いただき、
発行以来、制度など最新の情報に合わせて毎年改訂し、出版しております。外国人医
療や医療通訳に対する注目が高まってきていると日々感じてます。
　今回、３回目の改訂に伴い内容を大きく改定しました。巻頭カラーで人体図を掲載
し、より分かりやすくしました。本文では、在留管理制度や予防接種等の改正に合わ
せた内容の改訂や通訳技術のトレーニングワーク、通訳ロールプレイシナリオの追加
を行い、全体の充実を図りました。
　本テキストが少しでも医療通訳を目指す方の育成や医療現場で奮闘する通訳者のス
キルアップに、ひいては外国人患者のサポート活動充実のためのお役に立てれば幸い
です。　

多文化共生センターきょうと　理事長
重野　亜久里

	
i　全国会議は医療現場におけることばの問題に取り組む行政、国際交流協会、NPO、医療関係者、通訳者などが
集まり、全国各地の状況を踏まえて課題の洗い出しや解決に向けた議論を行ってきました。　
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